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　時期が時期だけにほんとに心にしみました。涙がと
まりませんでした。子どものねがいを中心に大人が力
をあわせる――そんな教育の原型を見る思いでした。
子どもたちがいい表情でうたっているのが印象的でし
た。それにしても改めて私たち大人は子どもたちに励
まされているのだと思いました。教育基本法改悪反対
　何としてでも―と心をあらたにしました。今日はど
うしようかと思いつつ来たのですが、ほんとに来てよ
かった。＜60歳・男性＞

　日時　 ２月 20日（日）

　　　　　　　　　午後２時00分～４時00分

　場所　 祖父江町　永張寺本堂

■2011年１月･月例会(第32回)のご案内■

　  １月 22日（土）　  １月 22日（土）

ドキュメンタリー映画　　坂田雅子監督作品

「昭和史の証人に聞く・余話｣を出版して
─遠島満宗さんのお話を聞く─

普天間基地移設を考える…

米軍の新基地建設を11年間止め続けている沖縄・辺野古のおじ
ぃやおばぁたち。20年間の闘いで米軍の射撃場を撤去させた韓
国・梅香里の漁民たち。40年間、北海道・矢臼別演習場のど真
ん中に暮らし続ける農民。志を守り、屈せずに、闘い続ける人
々の姿がある。

　人間として、ギリギリの声をあげようとする人た

ちに、逆風が吹きつのる。勇気が試されるいやな

「政治の季節」到来である。しかし、何十年も見事

にその志を守り、屈せずに生きてきた人たちはい

る。日本にも、韓国にも。

　戦後六十年、さらにはこれからの計測しがたい年

月、米軍の軍事基地を容認し続けるとはどういうこ

とか。米軍基地という明白な憲法違反を日米安保条

約は招来した。

　北海道の矢臼別の陸上自衛隊基地。その原野の真

ん中に四十年住みつづけ「自衛隊は憲法違反」と大

書し、憲法前文と第九条条文を屋根にくっきりと書

いている川瀬氾二さん。米軍の実弾射撃場梅香里で

反対運動を展開したチョン･マンギュさんが川瀬さ

んを訪ねてくる。実弾演習は沖縄の市民生活のそば

（会場費・機器使用料など）

講演

映画視聴

伊藤千尋( いとう・ちひろ)　　朝日新聞記者／ジャーナリスト

　1949 年山口県生まれ。東大法学部を卒業後、朝日新聞社に入

社。

　その後「NGO・国際協力チーム」メンバーなどを務め、現在、

「ｂｅ」編集部に所属。これまで世界68 ヶ国を現地取材し、そ

こに生きる人びとの姿を伝えてきた。

　現在「コスタリカ平和の会」共同代表を務め、「シネ・フロ

ント」などの雑誌に精力的に執筆している。

　「9・11 を体験した記者が語る―世界と憲法」「活憲の時代

―世界からみた憲法」などをテーマに講演。憲法を活かす＝「

活憲（かっけん）」を熱く呼びかけ、世界各地を現地取材して

きた体験からの話が新鮮な感動をよんでいる。

　午後２時00分～

稲沢市民会館・視聴覚室場所

日時

　本作の監督・坂田雅子

さんが、ﾌｫﾄ･ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄだ

った夫のグレッグ・デー

ビスを肝臓がんで亡くし

たのは、2003年。彼が入

院してわずか２週間後の

ことだった。夫・グレッ

グは米軍兵士として10代

でベトナム戦争に送られ

た過去を持つ。……　　

※「治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟 稲
沢班」

　主催の映画上映会に参加します。

※「治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟 稲
沢班」

　主催の映画上映会に参加します。

監督 山田洋次　主演 吉永小百合

＜上映　2時間12分>

参加費　３００円

「　　　　　　
　　　　　　　」

　※参加費　会場費など実費割り勘(300円程度)

戦争反対…、何もいえない時代が

　　　　　　　　ほんの60数年前にあった…。

　■２月･月例会(第33回)の予定■



　そぶえ九条の会の第４回例会「講演とオーボエ・ピア

ノの夕」が１２月４日(土)午後、祖父江町体育館で開か

れました。いなざわ九条の会は１２月例会として協力・

参加しました。講演は稲葉誠也さんが「私は専慶寺への

疎開児童だった」という演題で、稲葉さんが名古屋の高

蔵国民学校４年生の時(昭和１９年から２０年まで)、祖

父江町の専慶寺に集団学童疎開したときの悲惨な生活に

ついて語られました。

　そぶえ九条の会の第４回例会「講演とオーボエ・ピア

ノの夕」が１２月４日(土)午後、祖父江町体育館で開か

れました。いなざわ九条の会は１２月例会として協力・

参加しました。講演は稲葉誠也さんが「私は専慶寺への

疎開児童だった」という演題で、稲葉さんが名古屋の高

蔵国民学校４年生の時(昭和１９年から２０年まで)、祖

父江町の専慶寺に集団学童疎開したときの悲惨な生活に

ついて語られました。

100人のうたごえ喫茶
パート６

うたごえ喫茶

■2010年12月･月例会(第31回)の報告■

講演

そぶえ九条の会 講演とオーボエ・ピアノの夕

「戦争ボケより、平和ボケを選びたい」

　昭和１９，２０年は戦争末期

で全国の都市は米軍の空襲に見

舞われていました。街の中にい

ることは危険なため、３年生以

上の子どもたちは親元を離れ安

全な田舎に移り住んだのです。

学童疎開には縁故疎開と集団疎

　昭和１９，２０年は戦争末期

で全国の都市は米軍の空襲に見

舞われていました。街の中にい

ることは危険なため、３年生以

上の子どもたちは親元を離れ安

全な田舎に移り住んだのです。

学童疎開には縁故疎開と集団疎

　そぶえ九条の会主催の「昭和史の証人」展が１２月３日

から９日まで祖父江町体育館前の「かふぇぎゃらりぃ類」

で開かれました。そぶえ九条の会が「昭和史の証人に聞

く」というアジア・太平洋戦争の証言集（１４名）の発行

開があり、縁故疎開は田舎の親戚を頼っていくものであ

り、集団疎開は学年単位で田舎のお寺などに避難するも

ので、稲葉さんは集団疎開でした。

　集団疎開での生活に楽しいことはなく、とにかく腹が

減って腹が減って仕方がなかったので、どんなものでも

がつがつ食べたそうです。また、年末のころ、毛糸のチ

ョッキを調べてみると虱が並んでいました。みんな着て

いる物に虱がいるので、衣服を一緒くたにして熱湯に入

れると、下着の色が変わってしまいました。

　疎開中には面会日が月に１回ありましたが、稲葉さん

は、お母さんが子どもを生んだばかりで面会に来ること

ができなかったので、ほんとうにさみしかったそうです。

面会日に親が来れない子どもは別室に追いやられ、親が

面会に来た子どもが食べ物をもらい、食べているのをみ

るのは耐えられなかったそうです。

　勉強はほとんどしなかったと回想されました。本堂で

勉強を教わることになっていましたが、先生はほとんど

出てきませんでした。それで、田んぼで遊んだり、木登

りをしたりして１日を過ごしました。

　楽しかった事は、近所の農家へ「もらい湯」に行く時

でした。お風呂は籠をかぶるようになっていてとても珍

しく、又おやつをもらうことがあって、しゃぶると甘い
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出てきませんでした。それで、田んぼで遊んだり、木登
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でした。お風呂は籠をかぶるようになっていてとても珍

しく、又おやつをもらうことがあって、しゃぶると甘い

汁が出る砂糖の木をもらったこともありました。こういう

時が疎開児童にとって息抜きのひとときだったと話されま

した。

　集団学童疎開は、本土空襲が始まった昭和１９年の後半

から全国の都市の学童を対象に行われ、本土決戦にそなえ

て学童(次代の戦士)を疎開させたものです。集団学童疎開

の児童は食事も教育も当時の通常の状態から隔離され、何

よりも家庭から隔離されたことで、大切な育ち盛りの子供

たちの発達が歪められました。

　ところで、戦後日本は憲法により｢戦争をしない国｣を決

意しました。そして今、この憲法９条を守ろうとして、各

地で九条の会ができています。自分もそのなかで活動して

いるが、大事なことは、ただ、戦争の悲惨さを伝えるだけ

ではなく、今後日本が平和憲法を守り続けるにはどうした

らよいかを考える事が大事だと思う。それは教育であると

考える。教育基本法の教育の目的として、「教育は、人格

の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成者として、

真理と正義を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を

重んじ、自主的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成

を期して行わなければならない。」(改正前)とあるように、

このような平和教育をおこなうことである。日本国民は

「平和ボケ」になっているという人がいるが、「戦争ボ
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　そのあと、

石田正さん(祖

父江町・石田

写真館の御子

息)のオーボエ

と池谷府希子

さんのピアノ

共演を聞きま

　そのあと、

石田正さん(祖

父江町・石田

写真館の御子

息)のオーボエ

と池谷府希子

さんのピアノ

共演を聞きま

にちなんで開いたものです。展示物

は証言集にでてくる貴重な資料です。

 広島で被爆した被爆上着や被爆瓦　

(平野仁さん)、ソ連収容所での抑留

兵士たちの姿(ある兵士によるスケッ

チ)(林郁夫さん)、空母瑞鶴全容写真

(岩田弓夫さん)、予科練の教育と訓

練、海軍の特別攻撃隊の出撃写真(水

谷靖さん)ほか、召集令状、遺書、戦死公報など７０点余

の写真や資料を展示しました。

　私はシベリアでの抑留生活のスケッチには胸が痛みま

した。極寒で粗末な食事しか与えられず過酷な労働を強

いられた日本兵の姿を描いたスケッ

チをみたとき、本当に戦争の悲惨さ

を思いました。戦争をすれば必ずこ

ういう悲惨な事態が起きます。だか

らなんとしても、紛争は平和的な外

交で解決しなければいけないと思い

ました。　　　　　　(愛葉行徳）

そぶえ九条の会「昭和史の証人」展を観て

せん きょう　し゜

しらみ

した。また、佐藤悦子さんはオーボエとピアノといっしょ

に与謝野晶子の「君死にたまふことなかれ」と、栗原貞子

の「生ましめんかな」を朗読されました。
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